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水田に

子どもたちの歓声

’92 ５
月

５月 ８日、 小坂小学校 （渡部正俊校畏）の児

童 たちか、学 校裏の 水田で田植えの体験学習を

行い ました。

これは、子 どもた ちに農業の楽しさ、収穫の

喜び、動労の尊さを知 って もらおうと毎年行 っ

ている もので、約４アールの水田に苗を一つ ひ

とつ丁寧に植えました。

また11日には。田植えの労をね ぎらい今後の

苗の成長を祈 る「さなぶり」 を行い。児童たち

がもちをつき、さっそく舌つづみを打ち ました。



家
庭
か
ら
始
め
よ
う

〃
ゴ
ミ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
”

～
リ
サ
イ
ク
ル
効
果
を
見
つ
め
直
そ
う
～

リ
サ
イ
ク
ル
ー

こ
の
言
葉
を
耳

に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
く
な
り

ま
す
。

省
資
源
の
面
か
ら
い
わ
れ
て
い
た

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
、
最
近
、
新
た

な
効
果
か
見
い
だ
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
ゴ
ミ
問
閣
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
向
け
て
の
効
果
か
そ
れ
で
、
ご

み
処
理
に
悩
む
自
治
体
を
は
じ
め
、

各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
役
割
や
効
果
の
高
い
も

の
の
代
表
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
ア
ル

ミ
缶
）
と
紙
（
古
紙
）
か
あ
り
ま
す
。

五
月
三
十
日
は
環
境
美
化
行
動
の

日
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
デ
ー
）
。
み
ん
な
で

リ
サ
イ
ク
ル
効
果
と
ご
み
の
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

使
え
る
も
の
は

リ
サ
イ
ク
ル

わ
た
し
た
ち
か
出
す
古
く
な
っ
た

ご
み
な
ど
に
は
、
粗
大
ご
み
と
呼
ば

れ
る
も
の
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

特
徴
は
、
修
理
す
れ
ば
使
え
る
も
の

が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ご
み
と
し
て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

資
源
と
し
て
有
効
に
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
生
利
用
）
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
リ

サ
イ
ク
ル
に
は
次
の
三
つ
の
利
点
か

あ
り
ま
す
。

①
ご
み
の
減
量
に
役
立
つ

②
資
源
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る

③
地
城
の
コ
ミ

ご
Ｉ
ケ
ー
シ
ー
ン
を

深
め
る

町
内
会
や
子
ど
な
会
、
そ
の
他
各

種
の
グ
ル
ー
プ
か
実
施
す
る
、
地
域

の
集
団
回
収
な
ど
を
、
積
極
的
に
利

用
し
た
い
も
の
で
す

。

ご
み
の
再
利
用
は

地
球
を
守
る

資
源
ご
み
の
中
で
も
、
紙
類
と
金

属
類
は
特
に
再
利
用
の
道
が
大
き
い

の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
は
ど
の
よ

う
に
再
利
用
さ
れ
。
わ
た
し
た
ち
の

も
と
に
戻
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

紙

類

不
用
に
な
っ
た
新
聞
や
雑
誌
な
ど

の
古
紙
は
、
再
生
紙
と
し
て
利
用
さ

れ
、
同
じ
よ
う
に
新
聞
や
雑
誌
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。例

え
ば
、
家
庭
で
出
る
新
聞
一
年

分
（
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
ご
み
処

理
し
た
場
合
、
約
千
六
百
円
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
古
紙
と

し
て
再
利
用
す
れ
ば
、
一
本
半
の
立

木
（
直
径
二
十
セ
ン
チ
、
高
さ
ハ
メ

ー
ト
ル
）
を
切
ら
ず
に
す
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
球
の
緑
を
守
る

こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

金

属

類

ジ
ュ
ー
ス
や
缶
詰
の
空
き
缶
は
．

溶
か
し
て
再
び
缶
を
つ
く
る
原
料
に

な
り
ま
す
．
特
に
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

は
再
生
の
而
で
優
れ
た
素
材
で
す
．

再
生
し
て
も
品
質
か
変
わ
ら
ず
．
何

回
で
も
再
生
利
用
が
可
鰍
卜

ｔ
″
‘れ

が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
の
で
す
．
こ
の

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使

り
た
ア
ル
ミ
缶

に
は
『
軽
い
』

『
よ
く
冷
え
る
』
な

ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
、
ま
た
、
空
き

缶
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
地
金
を
再

生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
．
新
た
に
っ

く
る
場
合
の
三
％
で
す
．
ま
た
再
利

用
に
よ
っ
て
節
約
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
、
空
き
缶
一
本
に
つ
き
四
〇
ワ

ツ
ト
の
電
球
を
十
一
時
間
半
点
灯
さ

せ
る
こ
と
か
で
き
る
の
で
す
。

▲拾てればごみ、使えば資源

限りある資源を大切に

～集団資源回収に

報奨金を交付～

町
内
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
量
は
年
々
増
え
続
け
．
国
見
町

で
も
昭
和
五
十
一
年
当
時
の
約
二
倍

の
．
年
間
二
、
二
二
三
ト
ン
に
も
達

し
．
伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
の
焼

却
施
設
も
パ
ン
ク
寸
前
の
状
態
に
あ

り
ま
す
．
ご
み
の
減
量
化
に
、
皆
さ

ん
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
．

資

源
回
収
報
奨
金
制
度

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
対
策
の

一
環
と
し
て
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子

ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で

実
施
す
る
集
団
資
源
回
収
に
対
し
、

報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
希
望

団
体
は
次
の
要
領
に
基
づ
き
、
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
制
度
の
実
施

平
成
４
年
４
月
か
ら

▼
対
象
団
体

地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
、
営
業
を

目
的
と
し
な
い
団
体

▼
回
収
品
目

古
紙
類
（
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ

ー
ル
・
紙

パ
ッ
ク
等
）
、
繊
維
類

（
衣
類
）
、
ピ
ン
類
、
非
鉄
金
購

類
（
ア
ル
丶丶丶
Ｓ
銅
）

▼
報

奨

金

資
源
回
収
し
、
売
却
し
た
量
１
㎏

に
つ
き
５
円

▼
申
請
手
続
き

事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
団
体

は
。
事
前
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
町
内
会
。
保
健
委
員

会
、
母
子
保
健
推
進
員
、
婦
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
手
続
き
を
し
な
く
て

も
、
登
録
団
体
と
み
な
し
ま
す
）

事
業
を
実
施
す
る
と
き
は
、
回
収

業
者
と
連
絡
を
と
り
、
資
源
回
収

を
実
施
し
、
売
却
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
充
却
価
格
に
つ
い
て
は
、

当
事
者
間
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

・
実
施
後
、
速
や
か
に
充
却
伝
票
の

写
し
等
、
数
量
の
わ
か
る
も
の
を

添
付
し
。
実
績
報
告
書
（
舗
求
書
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
団
体
登
録
書
。
実
績
報
告
書
の

様
式
は
、
保
健
課
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
）

■
申
請
・
閥
い
合
わ
せ

保
健
躁
保
健
衛
生
係

S
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2
1
1
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森
江
野
小
で

「
み

ど

り
の

日

」
記

念
植

樹

森
江
野
小
学
校
の
「
み
ど
り
の
日
‘

紀
念
植
樹
は
四
月
二
十
八
日
、
校
舎

正
面
玄
閲
前
で
行
わ
れ
、
冨
永
町
長
。

仲
野
周
一
町
議
会
議
長
を
は
匕
め
、

町
、
学
校
関
係
者
、
六
年
生
児
童
の

皆
さ
ん
な
ど
約
四
十
人
か
出
席
し
ま

し
た
。

今
年
二
月
に
完
成
し

た
ば
か
り
の

学
校
敷
地
内

に
緑
を
増
や
す
た
め
に
、

県
ゴ
ル
フ
連
盟
の
緑
化
協
力
募
金
を

受
け
て
緑
豊
か
な
学
校
環
境
整
備
を

図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
出

席
者
全
員
か
交
代
で
ケ
ヤ
キ
の
概
元

に
土
を
か
け
ま
し
た
。

校
舎
周
辺
に
は
ケ
ヤ
キ
を
は
じ
め

サ
ザ
ン
カ
、
カ
ン
ツ
バ
キ
な
ど
五
百

二
十
八
本
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
ま
す
。

森
江
野
小
学
校

体
育
館
改
築
工
事
始
ま
る

森
江
野
小
学
校
体
育
館
の
改
築
工

事
は
五
月
八
日
、
今
年
十
二
月
末
完

成
を
目
指
し
て
着
1
:さ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
は
校
舎
の
北
側
に
建
設
さ

れ
、
和
風
造
り
の
校
舎
に
あ
わ
せ
歴

根
は
金
属
か
わ
ら
ぷ
き
で
。
総
工
費
二

億
五
百
三
十
八
万
二
千
円
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
・
鉄
骨
造
り
。
延
べ
床
而

禎
八
百
三
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
競

技
床
面
積
六
百
六
十
甲
方
メ
ー
ト
ル
。

ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
更
衣
室
、
放
送
室

な
ど
か
設
け
ら
れ
ま
す
。

▲大きく斉ちますように

▲森江野小学枚体育餓完成予姐図

役
場
で
古
紙
の

分
別
回
収
を
開
始

役
場
で
は
、
資
源
の
保
護
、

ご
み

の
減
吸
化
を
推
進
す
る
た
め
、
い
ま

ま
で
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
い

た
古
紙
の
分
別
回
収
を
始

め
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
用
紙
系
、
上
質

級
系
、
新
聞
紙
系
。
雑
誌
系
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
紙
系
の
分
別
回
収
専
用
箱
を

用
意
し
、
そ
こ
に
、
使
用
済
み
の
紙

を
回
収
し
ま
す
。

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て

い
く

こ
と
は
。
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
な
が
り
ま
す
。
資
源
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
乏
し
い
日
本
で
は
、
従
来
か

ら
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
力
し
て
き

た
結
果
、
今
で
は
紙
の
原
料
の
約
半

分
は
古
紙
と
な
っ
て

い
ま
す

。

と
こ
ろ
か
、
最
近
で
は
、
地
球
環

境
問
閣
の
一
つ
で
あ
る
森
林
資
源
の

保
護
、
ご
み
処
理
対
策
の
問
題
か
取

り
上

げ
ら
れ
て
お
り
。
い
ま
ま
で
に

も
増
し
て
、
占
紙
の
回
収
、
利
用
か

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
資
源
の
保
護
、
竹

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
に
も
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

５　 月

水防月間

地
域
住
民
の
協
力
で

郷
土
の
水
防
活
動
を

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、

毎
年
の
よ
う
に
集
中
豪
雨
や
河
川
の

氾
濫
で
、
大
き
な
水
害
か
各
地
で
発

生
し
ま
す
．

大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
ろ
う
と
、

建
股
省
は
五
月
を
『
水
防
月
間
』
と

し
て
諸
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

豪
雨
に
な
り
や
す
い

気
候
と
地
理
的
条
件

細
長
い
国
土
に
二
、
〇
〇
〇
～
三
。

０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
か
そ
び

え
る
わ
か
国
で
は
、
一
般
に
河
川
は

短
く
、
し
か
も
急
こ
う
配
に
な

り
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
理
的
条
件
に

加
え
、
平
均
降
水
量
は
年
間

て

八

〇
〇
ミ
リ
と
、
世
界
平
均
の
約
二
倍

に
相
当
し
ま
す
。
梅
雨
や
台
風
シ
ー

ズ
ン
な
ど
特
定
の
季
節
に
集
中
す
る

た
め
、
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
と
洪
水

か
発
生
し
や
す
い
危
険
な
状
態
に
あ

る
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
古
く
か
ら

為
政
者
か
治
水
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
か
、
毎
年
の
よ
う
に
水
害
か
各

地
に
無
残
な
つ
め
跡
を
残
し
て

い
ま

す
。万

一
の
時
に
は
、
地
域
住
民
の
協

力
か
な
に
よ
り
も
必
要
で
す
。
危
険

か
迫
っ
た
楊
合
で
も
、
あ
わ
て
ず
に

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
ふ
だ

ん
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

板
橋
東
住
宅
団
地
周
辺
道
路
の

交

通

規

制

に

つ

い

て

板
橋
東
住
宅
団
地
造
成
工
事
か
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
こ
れ
に
伴
い
団
地

周
辺
道
路
の
交
通
規
制
二

時
停
止
・

時
間
帯
右
折
禁
止
」
と
な
り
ま
す
。

交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
、
右

折
に
つ
い
て
は
時
間
帯
を
守
り
、
交

通
安
全
に
十
分
注
意
し
て
通
行
し
て

く
だ
さ
い
。

板橋柬住宅団地周辺図



水
道
週
間
　
6
/
1
～
6
/
7

水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
。
水
は
無
尽
蔵

に
溢
れ
出
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

水
は
い
ま
や
限
り
あ
る
貴
重
な
賢
源

で
す
。

】
人
ひ
と
り
が
禎
み
重
な
る
と
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

●
コ
ッ
プ
３
杯
で
済
む
歯
磨
き
も
流

し
り
ぱ
な
し
で
は
、
１
分
間
に
６
リ

ッ
ト
ル
も
の
水
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。

●
洗
濯
も
、
工
夫
し
だ
い
で
１
回
１

０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
で
済
み
ま
す
。

流
し
っ
ぱ
な
し
で
は
、
杓
２
４
０
リ

ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
で
す
。

●
バ
ケ
ツ
な
ら
５
杯
で
済
む
洗
車
も
、

流
し

り
ば
な
し
の
ホ
ー
ス
洗
い
で
は
、

な
ん
と
3
0杯
も
の
水
が
必
要
と
な
り

ま
す
．

６
月
１
日
～
７
日
ま
で
は
「
水
道

週
間
」
で
す
．
こ
の
機
会
に
水
の
大

切
さ
を
見
直
す
と
と
も
に
、
一
人
ひ

と
り
か
節
水
を
心
掛
け
、
水
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
．

県
水
道
協
会
長
表
彰
受
賞高 橋友義 さん村上嘉一 さん

去
る
四
月
十
六
日
福
鳥
市
の
県
自

治
会
館
で
開
か
れ
た
柵
鳥
県
水
道
協

会
定
期
総
会
の
席
上
、
長
い
間
、
簡

易
水
道
の
安
定
経
営
に
努
力
さ
れ
、

き
れ
い
で
．
豊
か
な
、
低
廉
な
水
の

供
給
に
尽
く
さ
れ
た
功
労
に
対
し
、

次
の
二
人
の
方
が
．
福
島
県
水
道
協

会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．

お
二
人

の
受

賞
に

対
し

、
感
謝

と

お
喜

び
を
申

し
上

げ

ま
す
．

受
賞

お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す

．

”
水
は
生

命

の
源

”
で
す

．
毎
日

、

な

に
げ
な
く

使

っ
て

い
る
水
．

豊
か

な
幕

ら
し

に
役
立

り
て

お
り
ま

す
．

感
謝

し
つ

つ
水

を

大
切

に
使

い
ま
し

◇
受
賞
さ
れ
た
方

高
価
友
義
さ

ん

不

坂
・
北
町
裹
む
）

小
坂

簡
易
水

道
組

合
艮

村
上
嶌
一
き
ん
（
山
崎
・
上

川
加
Ｓ
）

前

山
崎

簡
易

水
道

組
合

長

伊達地方水道フォーラム'92
( 保原保健所管内水道協会妝立30 周年記念事業)

と　 き…6  月 3 日 ､ 午後１畤
ところ･･･瓢原町町民センター
内 容･--(1)公演｢ 昔話と水｣ 講師 森 和 美氏{声優}

②パ
ネルデ１スカフシｌ ン

(伊達地方水道サ･ﾐ･y1)
｢町長，我か町の水道を羂る｣

●コーデ１ネーター
田沢 裏氏(  H  K 鳥放 送局剛郎長)
●パネラー 伊達7 ・f各町 長
●コ メンテーター　 山口峭明 俣原保健所長

●司 会
菅原餮智子氏(ラジオ福島アチウンサー)

老 人
保 健

こ
ん
な
と
き
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

七
十
歳
（
寝
た
き
り
な
ど
の
人
は

六
十
五
歳
）
以
上
の
人
か
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
と
き
は
『
老
人
保
健
』

と
い
う
制
度
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
す
で
に
い
ず
れ
か

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

七
十
歳
（
寝
た
き
り
な
ど
の
人
は
六

十
五
歳
）
を
過
ぎ
る
と
、
い
ま
ま
で

の
医
療
保
険
か
ら
老
人
保
健
に
切
り

か
わ
り
ま
す
。

表
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
す
み
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

■
間
い
合
わ
せ

保
健
課
国
保
係

6
2
1
1
1
　
内
線
１
４
３

こ　ん　な　と　き �いつまで;こ�届出に必饗なもの

70 皮 に な っ た と き �14日 以 内 �印 か ん・保険 証

医療保険が変わったとき �14日 以 内 �印 か ん・保険 証

転 入 し て き た と き �14 U 以 内 �印 か ん・保険 証

転 出　 す　る　と　き �すみやかに �印 かん・健康手帳

町内で住所が変わるとき �14日 以 内 �印 か人・健康手帳

死 亡　し　た　と　き �14日 以 内 �

死亡屈出義務者が

印 かん・健康手帳

を添 えて届け出る

健康手帳をなくしたとき �すみやかに �印 かん・保 険 証

愛
の
献
血
に

8
4人
が
協
力

五
月
六
日
．
移
動
採
血
車
一
台
が

来
町
し
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
老
人
子

ど
も
室
を
会
場
と
し
た
．
成
分
献
血

（
オ
ー
プ
ン
採
血
）
と
セ
ッ
ト
で
献

血
活
助
を
行
い
ま
し
た
．

今
年
も
、
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
卵
千
五
百
個
．
福
鳥
信
用
金

庫
国
見
支
店
か
ら
ゆ
で
卵
二
百
個
、

国
見
町
薬
業
組
合
か
ら
栄
養
剤
百
五

十
本
の
協
力
を
い
た
だ
き
八
十
四
人

（
申
し
込
み
者
は
八
十
八
人
）
の
方

々
か
ら
献
血
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
．

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順

不
同

、
敬
称

略
）

・
印
の
方
は
四
〇
〇

㎡
協
力
者
で
す

《
一
般
協
力
》

簗
瀬

貞
子

大
塚
　
は
子

菊
地
　
信
夫

一

草
野

哲
雄

菊
地
　
昭
平

斎
藤
　
ヨ
シ

俺
藤
匐
喜
子

奥
山

広
一

後
藤
呉
志
男

武
田

正
三

奥
山
芙
津
子

児
玉
　
柵
男

佐
藤
　
義
行

《
国
見

ラ
イ
オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
》

高
橋

貴
夫

佐
久
間

信

後
藤

忠
郷

《
国

見

ガ
ス
住

宅
般

爾
》

八
巻
千
代
子

高
橋
　
政
味

水道週間



ふるさとの文化財
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0かこい い し

囲 石 遺 跡

菊　池　利　雄

Ａ石毋田園石遺構

囲
石
は
県
境
山
嶺
を
な
す
大
峠
山

の
南
鮠
に
位
置
し
、
石
母
田
の
村
落

を
潤
す
西
沢
川
の
源
流
地
で
、
陣
場

館
よ
り
北
の
方
向
に
延
び
る
谷
線
に

は
全
長
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
．
幅
は
場

所
に
よ
っ
て
異
な
る
か
約
六
大
二
〇

メ
ー
ト

ル
の
帯
状

に
連

な
る
、
膨

大
な
紙
の
集
石
遣

嚊
が
あ
る
。

こ
の
囲
石
の
岡

辺
、
西
沢
川
の
Ｌ

流
大
沢
沿
い
を
地

形
図
に
よ
っ
て
み

れ
ば
、
山
頂
郎
よ

り
忽
傾
斜
地
と
級

傾
斜
地
か
階
段
状

に
迎
続
す
る
地
形

か
み
ら
れ
る
の
で
、

か
つ
て
何
同
か
に

わ
た
っ
て
大
規
咬

な
地
す
べ
り
を
起

こ
し
た
こ
と
か
知

ら
れ
、
Ｌ
囲
石
や

下
囲
石
か
ら
陣
場
山
・
ニ
ッ
眼
の
平

場
も
そ
の
痕
跡
と
み
る
こ
と
か
で
き

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

囲
石
の
集
石
は
上
施
で
生
じ
た
人
蜆

棍
な
土
石
流
が
、
谷
線
に
沿
コ

ヽ
押

し
出
さ
れ
た
の
か
長
い
歳
月
の
間
に

土
砂
の
部
分
か
流
れ
去
り
、
石
の
み

か
残

。
た
自
然
地
形
と
し
み
ら
れ
る

か
．
ｈ
囲
石
や
下
囲
石
の
東
部
に
残

る
石
塁
状
の
遺
構
は
、
明
ら
か
に
人

工
の
手
か
加
わ
っ
た
痕
跡
が
み
ら
れ

る
。地

元
の
伝
え
で
は
、
囲
石
は
平
安

時
代
の
初
め
蝦
夷
征
伐
に
下
向
し
た
、

坂
上
田
村
麻
呂
に
反
抗
し
た
鬼
が
住

ん
で
い
た
石
窟
の
跡
と
い
わ
れ
る
か
、

も
と
よ
り
伝
承
の
城
を
で
な
い
。

明

油

ご
．
十
じ

年

（
一
丸
〇

四
）．
当

畤
東

京
大

学
の

教
授

で
あ

っ
た
三
浦

川

行
氏

が
、
文

治
五
年

（
一

．
八

九
）

の

奥
州
合

戦

に
お

い
て
．
源
頼

倒

の

率

い
る
謙

介
川

と
藤

原
泰
衡

の
奥

州

軍

と
の
決

戦
場

と
な

・
た

阿
津
賀
志

山
の

調
査

に
訪

れ

、
石
母
田

国
見

神

吐

の
菊
池

宮
Ｊ

の
案
内

に
よ

り
、

つ

ぷ
き

に
そ
の
戦

跡

を
巡
ら

れ
た
所

見

を
も

と
に
、

｛
阿

津
賀
志

山
｝

な
る

諭
文
を

発
表

さ

れ
て
お

ら
れ
る
．（
の

ち

に
（
岡

史
の
研

究
一

に
収
鍬

）
そ

れ
に
よ

れ

ば
、

石
母
田

の
山
館

、
帥

場
鯨

や
こ

の
叫

石
遣
搆
む

、
介

戦
の

遺
跡

と
さ

れ
て

い
る
．

奥

州
軍

か
鎌

食
軍
を
迎

撃
す

る

た

め
、

伊
達

と
刈

川
の
郡
境

．
帯

の
地

に
嚊

築
を

み
た

阿
津
賀
志

楯

は
、
現

存
す

る
阿
冷

貿
志

山
防
塁

を
第

．
線

と
し

、
平
泉

を

め
ぎ
す
東

山
道

を
幾

重
か

の
横

断
ず

る
防
塁
を

も
・

て
守

備
す

る
野

戦
用

の
陣
地
で

あ

っ
た
．

囲
石

の
付

近
は

、
こ
の
楯

の
西

か

ら

山
沿

い
に
侵

攻

す
る
敵

勢
に
対

す

る

搦
手

の
地

に
あ

た
り
．

こ
の
地

に
石

垠
の

搆
築
を

準

備
し
た

の
が
こ

の
集

石
で

、
鎌
倉

耶

の
進
攻

に
間

に
合
わ

ず
、

未
完
成

の

ま
ま
に
放

置
さ

れ

た

遺
搆

と
み

ら
れ

る
か
、
詳

し
く

は
今

後
の

調
査
検

討

に
待
ち

た

い
．

叫

町
遺
跡

は
県

道
赤
井

畑
風

見
線

よ
り

分
岐
す

る
、

林
道

西
畑

線
（
郎

分
開

通
）

を
約

一
〇
〇

メ
ー
ト

ル
程

人

り
た
道

を
挾

ん
で
所

在
す

る
．

●
鈴
木

廣
茂

岩
峨

恭
郎

《
公

立
藤
田

総
合

病
院
》

遠
藤

ト

シ
子

《
仙
台
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
㈱
国
見
工
鳩
》

人
内

幸

子

巾
山
ふ
じ
子

《
㈱
安
藤

建
般
》

篠
田
さ
っ
き

●
佐
久
間
光
雄

●
三
浦
　

博

佐
藤
　
周
明

《
国

見
町

商
工
会

》

一

幡
久
間
ッ
ヤ
子

佐

久
間
正

男

岐

辺

勝
弘

渡

辺

勝
美

木
村

敏
子

佐
久
間
尚
子

高
橘
　
労
男

安
彦
　

光
典

木
村
頁
由
災

《
国
見
町

役
鳩

》

佐
野
　
貞
治

占
田

吉
夫

武
田

友
江

商

橋
　

修

一

］
睦

商

会

》

佐

藤

穽

代

子

］
藤

田

郵

便

局
一

栗

川
　

守

奥
山
　
隆
夫

赤
坂
　

斉

占
田
　
俊
江

安
藤
　
幸
江

武

附
　
京
子

・
村
ｈ
　

素
平

斎
藤

忠
一

蓬
田

恭
子

小
西
　

春

彦

・

羽
根

田
孝

司

斎
藤

由

起
子

渡

辺
　

和

己

佐
藤
　

和
ｔ（

〔
成

分

献

血
〕

（
一
般
協
力
》

足
形
　
広
治

斎
藤
　
正
美

阿
部

洋
一

斎
藤
　
規
讓

佐
藤
ひ
ろ
み

《
コ

ー
プ
マ

ー
ト
国
見

》

半

沢
ア
サ
子

本
間
　

都

《
東

栄
電
機
》

佐
藤
　

幸
輔

《
国

見
町
商
工

会
》

占
田

と
き
子

《
国

見
町
役
場

》

後
藤
登
笑
子

武
田
　

智

遠
藤

喜
正

引
地
　
由
則

松
浦
　
昭
一

古
田

義
勝

羽
根

洋
一

宍
戸

浩
寿

松
浦
　
幸
雄

菅
原

文
子

八
巻

忠
義

佐
藤
　

孝

菅
野

砒
朗

菊
地
　
弘
美

武
田
　
正
裕

佐
藤
　
克
成

佐
久
間

茂

佐
野

龍
一

武
田

幹
夫

Ａ福祉センターで行われた成分献血

５

月

今
月
の
納
税

・
怪
自
助

車
脱

・
伊
達
西
郎
土
地
改
良
区

費
（
的
期
）

・
伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費
（
前
期
）



高

齢

者
の

保
健

福

祉

ア

ン
ケ

ー
ト

調

査

に

ご
協
力
を
！

高
齢
者
の
保
触
福
祉
に
関
す
る
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
。
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
。
皆
さ
ん
の
実
情

や
要
望
を
正
確
に
調
査
し
、
県
、
市

町
村
が
一
体
と
な

り
て
高
齢
者
の
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、

県
内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
六
十
五
歳

以
上
の
方
全
員
を
対
象
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
結
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
及
び
市
町
村
の
老
人
保
健
福
祉
計

画
の
策
定
資
料
と
し
て
統
計
的
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公

的
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
の
で
、
五
月
中
旬
～

七
月
中
旬
に
民
生
委
員
又
は
町
保
健

婦
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
主
旨

を
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
し
て

ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
福
祉
係

・
保
健
踝
保
健
術
生
係

国 民年 金

こ
ん
な
と
き
に
も

届
け
出
が
必
要
で
す

わ
た
し
た
ち
の
老
後
の
暮
ら
し
を

支
え
る
国
民
年
金
制
贋
。
す
べ
て
の

国
民
が
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
、

老
後
・
障
害
ま
た
は
死
亡
と
な
っ
た

際
に
、
年
金
に
よ
る
所
得
保
障
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
・
』れ
が
国

民
年
金
の
考
え
方
で
す
。

住
所
か
変
わ

う
た
り
、
被
保
険
者

の
種
別
が
変
わ
っ
た
り
し
た
場
介
、

国
民
年
金
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
が

転
勤
し
て
住
所
が
変
わ
っ
た

転
出
転
入
の
住
所
変
更
の
届
け
出
．

さ
ら
に
夫
の
被
用
者
保
険
の
適
川
か

変
わ
っ
た
場
合
は
、
被
保
険
者
の
種

別
確
認
の
届
け
出
．

ｅ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
が
脱
サ
ラ
し

自
営
業
を
は
じ
め
た

夫
婦
と
も
に
被
保
険
者
の
種
別
変

吏
の
届
け
出
。
第
一
号
被
保
険
者
に

な
り
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
Ｏ
Ｌ
が
結
婚
す
る
た
め
に

退
職
し
た

種
別
変
更
の
届
け
出
．
結
婚
す
る

ま
で
は
、
第
一
号
被
保
険
者
で
国
民

年
金
の
被
保
険
者
に
な
り
．
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
．
結
婚
後
、
相
手
の
方
か
サ
ラ

り
Ｉ
マ
ン
の
場
合
は
、
被
扶
養
配
偶

者
に
な
・
た
と
き
は
、
改
め
て
種
別

変
更
の
凧
け
出
を
し
て
第
三
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
．

■

閥
い
合

わ
せ

住
民
福
祉
課
年
金
係

a
e
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

戦
没
者
な
ど
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
は
昭
和
四
十
年
に
創

設
さ
れ
た
制
度
で
、
戦
没
者
な
ど
の

遺
族
に
対
し
、
国
と
し
て
あ
ら
た
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
元
年
度
に
制
度
の
改
正
か
行

わ
れ
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受

給
し
て

い
た
遺
族
（
戦
没
者
等
の
妻
、

父
母
等
）
か
失
権
し
た
場
合

、
残
さ

れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額

而
十
八
万
円
、
六
年
償
還
、
無
利
子

の
国
債
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金
（
額

面
三
十
万
円
、
十
年
償
還
）
の
支
給

の
対
象
と
な

り
た
遺
族
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◇
請
求
期
限

平
成
４
年
６
月
刀
卩

期
限
ま
で
に
請
求
し
ま
せ
ん
と
受

袷
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注

意
く
だ
さ
い
・

■
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係

霖
6
2
1
1
1
　
内
線
１
３
３

5
/
1
0
～

5
/
1
6

春
の
行
政
相
談
週
問

国
の
行
政
機
関
を
は
じ
め
、
公
団

や
公
庫
、
事
業
団
、
さ
ら
に
は
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
日
本
た
ば
こ
な
ど
の
特
殊

法
人
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、

問

い
合
わ
せ
を
受
け
、
問
題
を
解
決

し
、
よ
り
良
い
行
政
を
Ｈ
指
す
Ｉ

こ
れ
が
行
政
相
談
制
度
で
す
。

五
月
十
日
～
十
六
日
は
「
春
の
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
併
せ
て

”国

民
の
立
場
に
立

り
た
親
切
な
行
政
”

”真
心
の
こ
も

り
た
行
政
“
を
目
指

す

『
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進

月
間
』
の
行
事
が
五
月

い
っ
ぱ
い
行

わ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
法
律
に
基
づ

い
て
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
民
間
の
有
餓
者
で
、
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
要
望
を
住
民
か
ら
聞
い
て

解
決
を
し
て
い
く
、
最
も
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。

《
行

政
相
談

委
員

》

・
内
池
　
和
子

国
見
町
大
字
山
崎
字
沢
田
1
0’
９

魯
翳
3
3
2
0

第４回国見町町民ゴルフ大会
日　　 畤 ：平戒 ４年 ６月2  

一 日 を 雨 天決 行

８: ００スター １
盍　 崎 ：白鳥 カン トII － クラブ
龠　 費 ：１ 人3.2 円　 プ レ ー賢18.700 円
窓　 員: １００名（ 先肴順 ）
資　 格： 国 見町民 である こと． 又は国 見町内に

勤務 されてい る 方．
申し込 み:5 Jj18 日～Ｚ５日　 国 見町商 工会 事務局

又は 白鳥カ ントlj － タラブヘ ．
■ 問い 會わ せ

国 見町 商工 会事務 励　 四 ８５－ ２２ ８０
白鳥 カント リー クラブ － ８ ５－4141

～富 ってご● 加く ださ い～

お

し

ら

せ



ご
存
知
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
制
度

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で

す
か
。

六
月
一
日
は
。
人
権
擁
護
委
員
法

か
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
昭
和
二
十

三
年
に
政
令
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
般
け
ら
れ
、
翌
二
十
四

年
六
月
一
日
に
人
権
擁
腫
委
員
法
が

施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
見
守
る
、

い
わ
ぱ
民
間
人
に

よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
か
誕
生
し

た
の
で
す
。
こ
れ
か
人
権
擁
護
委
員

制
度
の
始
ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き
て

ゆ
く
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も

み
ん
な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

お
互

い
に
人
権
を
守

り
て
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
こ
と
か
、
私
た
ち
の

順
い
で
す
。

困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
か
あ

り
ま
し
た
ら
、
次
の
人
権
擁
護
委
員

に
お
気
軽
に
ご
相
鮫
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

蓬
田

正
敏
；
‐
S
S
4
3
3
4

徳
江
宇
加
原
2
2

牧
野

武
夫
。：
雲
剪
2
6
1
5

蒔
田
宇
日
渡
Ξ
７
の
２

鈴
木

キ
ヌ
…
壼
鬪
5
2
1
0

川
内
宰
小
又
2０

お
早
め
に
申
し
込
み
を

し
あ
わ
せ

金

婚

夫

婦

表
彰

結
婚
し
て
五
十
年
、
こ
と
し
め
で

た
く
金
婚
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

六
年
前
。
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
呱
島
民
轍
睦
が
共
催
で
ス
タ
ー
ト

し
た
『
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
』

は
、
県
内
各
地
で
反
響
を
呼
び
、
二

八
、
七
〇
六
組
の
ご
夫
婦
か
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
も
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◇
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方

昭
和
十
七
年
中
に
桔
婚
さ
れ
た
ご

夫
婦
。
ま
た
、
昨
年
申
し
込
み
の

手
続
き
を
し
な
か
っ
た
ご
夫
婦
。

◇
嘸
し
込
み
（
手
続
き
）

表
彰
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
町
老

人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
（
住
民

福
祉
躁
福
祉
係
）
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
・

◇
受
付
期
阻

平
成

４
年
７

月
1
3
日
（
月

）

◇
表
彰
式

町
敬
老
会
の
席
上
、
表
彰
い
た
し

ま
す
。

－

問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
柵
祉
係

霏
叙
2
1
1
1
　
内
線
１
３
３

自
動
車
税
は

お
早
め
に
！

五
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

平
成
四
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

は
、
六
月
一
日
ま
で
と
な

り
て
お
り

ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
か

ら
忘
れ
ず
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
の
方
が
一

定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
、
自
動
車

幌
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

減
免
申
請
期
限
…
…
…
５
月
2
5日

■
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
税
事
務
所

壼
咄
1
1
1
1

内
線
4
4
1
3
～
4
4
2
2

戸 籍の窓口
（４月受 付分 ）

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

秀 駿(ひでとし)菊地 喜伸 石毋田原

永 人(な か と)伊東 一永 耕　 谷

早 紀(さ　　き)大沼 啓助 貝　 田

満( み っ る)宍戸 嘉美 石母田北

凛太朗(りんたろう)小西　 茂 第 十 二

真 衣(ま　 い)鈴木 英夫 川　 内

亜由美(あ ゆ み)八巻 謙一 川　 内

結婚おめでとうございます

氏　　 名

高 原 顕 宏

佐 藤 昌 代

鈴 木 秀 昭

渡 邊 弥栄子

寺 鳥 正 幸

後 藤 貞　子

佐 膝 僻 雄

夕冫ﾀﾞﾝﾓﾘﾃﾞｽﾌり゙７ｄｼｵﾝ

佐 藤 朋 浩

瀬 戸 広 美

町内会

泉田 下

保 原町
川　 内

梁 川町
霊山 町

商　 墟
只　 田

フｄ ﾋﾞﾝ
桑　 舘

中　 郎

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

大 津 テ　ツ　　89　　 第　 三

松 浦 嬰 作　　86　　 石母田原

大和田 幡 雄　　71　　 源宗山東

佐 藤 セ　ン　　89　　 貝　 田

秦　　 ナ ヂ　　95　　 駅　 前

人 口 と 世 帯

５月１日現在(前月比)４月中のうごき

人

口

･男5.757 人 （ － １ ）

女6  靆 82 人 （＋11 ）

･  計 11 ,  93人 （＋10 ）

世帯数2.999 戸(  十 3 )

転 入42 人

転 出34 人

出 生　 ７人

死　 亡　５人

心配ごと相談日
場所：役場二階相談室｛東儺入口Si お入り下さい｝

時間： ９時～12 畤

こまっ たことや、相談ごとがあり ましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶対に守ります。

( 相談員)

５月25 日 (月）村上 金正・佐藤　節子
６月５日（金）櫺沢　 正・斎藤　洋子

６月15日（月）松浦 輝夫・佐久間モト

５月　皐月（さつき）

18 日 (月） 国際 善意 デー

21 口（木） 家内 労働 旬間

日 ( 土） 消 費者の 日

ゴ ミゼロデ ー

31 日 ( 日 ) 世界 禁煙デ ー

６ 月　 水無月（みなづき）

１日（月）水道週間

４日（木）歯の衛冷遭間

５日（金）世界環境デー

7 日 ( 日 ) 計量記念日

10日（水）時の記念日

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国見 町公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4 1 5 6

学
級
・
教
室
が
一
斉
に
開
講

▼
阿
津
賀
志
学
級

平
成

四
年

度
の
阿

津
賀
志

学
級

開

講

式
並

ぴ
に
交

通
安

全
人

学
証
交

付

式

が
去

る
四
月

三

十
日
、
杓
一
。’百

名

の

学
級

生
か
出

席
し

て
行
わ

れ
ま

し

た
。初

め
に
学
級

の
歌
斉

唱
か

あ
り

、

春

日
公
民

館
艮

挨
拶

後
。
新
人

級
生

四

十
八
名

に
人

学
長
で

あ
る

冨
永

町

艮
よ

り

。
交

通
安
全

大
学
証

か
交
付

さ

れ
、
交

通
安

全

へ
の
誓

い
を
新

た

に
し

ま
し

た

。

続

い
て

町
長

及

び
桑
折
警
察

署
畏

か

ら
励
ま

し
の

こ
と
ば
を

い
た
だ

い

た
後
、
本

年
度

の
学
習
計

画

に
つ

い

て

の
説
明

か
あ

り
ま
し

た
．．

今

年
贋

は
国

見
町
か
厚

生

宵
よ
り
．

『
商
齢
者

の
生
き

か

い
と
継
康

づ
く

り
推

進
モ

デ
ル
市

町
村

』
に
指
定

さ

れ
ま

し

た
の
で
、

そ
れ

に
伴

い
阿
滲

賀
忠

学
級

の
学
習

叶
画
も

、
例
年

よ

り
内

容
、
時

数
共
人

幅

に
増
え
．

更

に
学

習
方
法

も
、

全
学
級

生
に
よ

る

ア
サ

ガ

オ
の
栽
培

な
ど
の

体
験

学
習

を
取

り
入

れ
る
な

ど
、
多
様

な
面

か

ら
工

夫
さ

れ
て

お
り
ま
す
．

学
級

生
む

昨
年

贋
よ
り

多

い
Ｈ

百

五

十
四
名
で

、
令

体
学
習
会

二

十
同
．

趣
味

の
グ

ル
ー
プ

乍
習

（
轟
道

、
は

り
絵

、
七
宝

焼
、

陶
芸
、
杜

女

ダ
ン

ス
）
一
．一
卜
五

同
か

予
定
さ

れ
て

お
り

ま
す
．

な

お
開
講

式

後
、
仙
霊

山
町
立

掛

田
小

学
校
長

の
佐

藤
宜
人

様
よ
り

．

［
家

庭
、
地

城

に
お
け
る
商

齢
者

の

役
割

］
と

い
う
テ

ー
マ
で

、
貴
’肌

な

資
料

を
も

と
に
有
意

義
な

お
話
を

聞

き
、

充
実
感

、
満

足
感
の
う

ち

に
柊

了
す

る
こ

と
か
で

き
ま
し

た
．

今

後
年
間

計
画

に
基

づ
き

。
学
習

会
を

行
う

わ
け
で

す
か

、
数
多

く
の

出
席

を

お
願

い
し
ま
す

。

今

午
度

の
役
・員
は
次

の
方
々

で
す

。

委
口
長
　

藤
田

嚊
衛

副
委
員
鎚

村
上
　
新
占

″
　
　

佐
久
間

い
ち

庶
務
　
　

遠
藤
源
五
郎

会
計
　
　

五
十
嵐
栄
雄

監
事
　
　

大
波
　

勇

佐
藤
イ
ク
ヨ

４阿畑賀志学級開講式

▼
成
　
人
　
学
　
級

平
成
四
年
暖
の
成
人
学
級
開
講
式

は
五
月
八
日
、
四
卜
四
名
の
学
級
生

か
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
公
民
館
畏
の
あ
い
さ
つ
、
教

育
長
の
祝
辞
、
年
間
学
習
計
画
の
脱

明
か
あ
り
、
主
体
的
な
学
習
を
す
る

こ
と
を
心
に
誓

い
ま
し

た
。

今
年
度
は
十
四
回
の
学
習
か
あ
り

ま
す
か
。
幸
習
内
容
は
例
年
に
な
く

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
新
し
い
内

容
も
と
り
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
、

杜
交
ダ
ン
ス
と
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
を

行
う
こ
と
に
な
り
乍
級
生
一
同
、
学

習
意
欲
を
さ
ら
に
高
め
ま
し
た
。

式
後
、
第
一
回
乍
習
と
し
て
、
福

島
市
生
涯
乍
習
推
進
指
導
員
の
丹
治

成
男
先
生
か
ら
『
生
涯
学
習
時
代
に

お
け
る
成
人
学
習
の
あ
り
方
』
に
つ

い
て
の
お
話
し
を
聞
き
、
生
涯
学
習

の
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

役
員
は
次
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

委
員
長
　
　

村
上
　
太
一

剛
委
員
長
　

早
田
　

精

会

計
　
　

多
勢

勝
美

方
部
委
員

鈴
木
フ
ごＷ
Ｓ
奥
山
愛
子
・
小
丙
富
治

・
斎
藤
太
助
一
八
巻
衛
・
内
池
育
男

・
斎
藤
春
江
・
亀
岡
文
英

▼
く
に
み
女
性
教
室

平
成
四
年
度
の
女
性
教
室
開
講
式

が
、
去
る
五
月
八
日
（
金
）
三
4
.五

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
ま
で
の
名
称
で
あ
『
た
中
火
婦

人
学
級
を
改
称
し
、
「
婦
人
」
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
て
｛
女
性
｝
に
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今
年
瞳
は
、
相
互
学
習
を
努
力
目

標
に
あ
げ
、
敦
室
に
参
加
し
て

い
る

方
の
中
か
ら
指
導
を
お
願

い
し
て
、

。二
つ
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
紙
粘
土
を
五
竍
嵐
君
代
さ

▲成人学級開講式

ん
に
、
和
紙
工
芸
を
永
塚
美
智
子
さ

ん
に
、
パ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
を
玉
木
洋

子
さ
ん
。
宍
戸
マ
ツ
さ
ん
に
そ
れ
ぞ

れ
教
え
て
も
ら
い
。
教
え
教
え
ら
れ

る
中
か
ら
親
睦
か
深
ま
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
そ
の
他
に
全
体
学
習
か
十

七
回
あ
り
、
女
性
と
し
て
よ
り
豊
か

に
生
き
ら
れ
る
よ
う
学
習
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

開
講
式
の
あ
と
、
国
見
電
子
㈱
社

長
廣
木
孝
安
様
か
ら
『
地
城
づ
く
り

と
女
性
の
役
剛
』
を
テ
ー
マ
に
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
葉
経
営
に

携
わ
る
方
の
お
話
を
聞
き
。
と
て
も

意
義
深
い
も
の
か
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
役
員
は
次
の
方
々
で
す
。

委
員
艮
　
五
卜
嵐
君
代

剛
委
員
長
　
玉
木
洋
子

会
計

太
剛
栄
子

方
郎
委
員

安
田
節
子
・
永
塚
美
智
7

。
・
広
瀬
玲
子
・
関
本
蓉
子
・
鈴
木

郁
子

Ａくにみ女性教室開講式



子

育

て

コ

ー

ナ

ー

安
心

育
児

は

仲

間

づ

く

り

か

ら

（
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）

昨

年
度

か
ら

実
施

し

た

『
子
育

て

教
室

』

は
大
き

な
成

果
を

の
こ
し

．

本

年
度

は
さ

ら
に
飛

剛
的

な

『
子
育

て

教
室

』
を

め
ざ
し

て
、

と
く

に
働

く

お
母

さ
ん
の

た

め
に
夜

間
部

「
子

育

て
教
室

」
を

新
設

し
て

取
り
く

ん

だ
の
で

し
た

が
、

い
ざ

ふ
た
を

あ
け

て

み
る

と
意
外

に
応

募
者

か
少
く

、

お
ど
ろ

い
て

お
り
ま

す
．

公
民

館
と

し

て
は

も
う

Ｉ
度

初
心

に
か
え

り
て

六

月
開

講
を

め
ざ
し

て
再

募
集

を
す

る
こ
と

に
し
ま

し

た
．

国
見

町
の

お
母

さ
ん
は

二
世

代
家

族

に

め
ぐ

ま

れ
（
7
6
％

）

子
育

て
の

悩
み
も

少
な

く
（
4
6
％

）
杣
談

相
手

に
め
ぐ

ま

れ
て
お

り
ま
す

．

し
か
し

、

中

に

は

『
父
観

が
忙

し

く

母

親

ま

か
せ

で
不

安
』

（
1
1
％

）

『
家

族
の

協

力
か

得
ら

れ
な

い
』

（
６
％

）

『
家
族

の
意
見

が
合

わ
な

い
』（
1
6
％

）

『
子
育

て
の
目

安

が
な
く

不
安

』

（
1
6％

）

と

い
っ
た

問
題

を
抱
え

て

い
る
お
母

さ
ん

も
か
な

り

お
り
ま

す
．

ま

た
子
育

て

を
任

さ
れ
て

い
る

お
ぱ

あ

ち

ゃ
ん
も

、
新
し

い
時

代
の

子
育

て

に
戸
感

い
、

子

ど
も

の
心
や

体
の

は

げ
し

い
動
き

や
変

化

に
疲
れ

き
っ

て

お
ら

れ
る

の
で
は

な

い
か
と
思

い

ま

す
．

こ
の
よ
う
な
問
題
を
公
民
館
が
す

べ
て
解
決
し
て
や
る
こ
と
は
困
難
で

す
か
。
お
互
い
に
寄
り
合
っ
て
、
知

恵
を
出
し
合
っ
て
対
処
し
て
ゆ
け
ば

道
は
ひ
ら
け
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
公
民
館
は
で
き
る
だ
け

の
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
同
じ
悩
み
を
も
っ
て
い
る
の
は
私

だ
け
で
な
か
っ
た
。
参
加
し
て
よ
か

り
た
」
、

『
若
い
人
の
中
で
不
安
だ

り
た
が
、
昔
ど
お
り
の
育
て
方
で
よ

か
っ
た
。
ほ
っ
と
し
た
』
と
参
加
し

た
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
喜

ん
で
お
り
ま
し
た
。
公
民
館
と
し
て

は
、
そ
こ
に
大
き
な
よ
り
所
を
も
っ

て
長
く
『
子
育
て
教
室
』
を
続
け
て

ゆ
き
、
教
室
に
参
加
し
た
人
た
ち
の

縁
と
人
の
輪
を
大
切
に
し
て
、
新
し

い
大
た
ち
に
引
継

い
で
ゆ
け
る
よ
う

よ
う
な
「
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
つ
く
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

コ
ニ
大
寄
れ
ば
文
珠
の
知
恵
」
と
昔

か
ら
い
わ
れ
、
物
の
ゆ
た
か
な
時
代

に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
お

こ
し
て
、
先
輩
で
あ
る
お
ぱ
あ
ち
ゃ

ん
や
同
世
代
の
人
た
ち
と
話
し
合
い

や
励
ま
し
あ
り
て
、
安
心
し
て
育
児

か
で
き
る
仲
問
づ
く
り
を
し
て
ゆ
く

基
盤
と
し
て
『
子
育
て
教
室
』
を
経

営
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
仲
間
づ
く
り
に
参
加
し

て
下
さ
い
。

子
育
て
の
終
わ
っ
た
方
は
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様

か
ら
の
電
話
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
．寄

贈
図
書

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

地
方
自
治
百
年
史
第
一
巻
　
一
冊

地
方
自
治
法
施
行
四
十
周
年
・

自
治
制
公
布
百
年
記
念
会
様

栗 駒 山 登 山 参 加 者 募 集
栗駒山には、数多い高山植物が群生し、多種の鳥類が棲息しています。また、世界
谷地には、高令性温原樓物のワタスゲ、ニッコウキスゲ等が群落し、６月下旬が見
唄です．一紬に初夏の登山を豪しみましょう．
○と　 き　６月 日 出・幻 日 囘 泊２日
○コース （初日）栗駒町～世界谷地原生花園～いこい

の村栗駒（泊）
（２日目）イワカガミ平～栗駒山頂～東栗駒
山頂～ イワカガミ平

○対　象　一般町民で７０歳末満の健康な方　 定員３０名
○参加料10,000 円
○申込み　６月12口吻まで

行　　事　　予　　定　　表

�月�日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事 �月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事

�５�15�

金 �・バウンドテニス教室開講 �

６ �

ｌ �月�・阿津賀志掌級グループ活動（社交ダンス）

��17�日 �・毋と子のミルクファイバーライス料理教室 ��２�火 �・子ども移動図書館（森江野小）

������３�水 �・くにみ女性教室グループ活動(和紙工芸開講)
��18�月 �・阿津賀志学級グループ活動(社交ダンス開講)

������４�木 �・バウンドテニス教室
��19�火 �・小.中学校との連絡会議

������６�土 �・くにみ女性教室 グループ活動（和紙工芸）

��21�木 �
・ペ タンク教室

������７�日 �・徳江運動場オープン記念ソフト大会
����・子ども移動図耆館（藤田小２年）

������８�月 �・阿津賀志学級グループ活動（社交ダンス）
��22�金 �・公民館運営審議会

������９�火 �・阿津賀志学級グループ活動（書道）

��25�月 �
・阿津賀志学級グループ活動（社交ダンス）

������10�水 �・くにみ女性教室（電気教室開講）
����・子ども移動図耆館（小坂小）

������11�木 �
・バウンドテニス教室

��26�火 �・阿津賀志学級グループ活助（はり絵開講） ��������・子ども移助図書館（大木戸小）

��27�水 �・くにみ女性教室（企業見掌） ��12�金 �・子宵て教室（昼間部）開講式

��Z8�木 �・阿津賀志学級研修旅行（須賀川方面） �
�13�土 �

・少年バレーボール教室開講

��29�金 �
・ペタンク教室 ����・子育て教窒（夜間部）開講式

����・成人学級研修旅行（丸森方面） ��14�日 �・少年仲間づくり教室開講式

�爾　　考 ����爾　　 考



ま
た
、
い
っ
し
ょ
に

あ

そ

ぼ

う

ネ

町
内
各
爭
節
保
育
所
の
入
所
式
は

四
月
十
卜
、
小
坂
、
森
江
野
、
大
木

戸
、
大
枝
の
四
傑
育
所
で
行
わ
れ
、

合
わ
せ
て
。白
四
卜
六
人
の
１
ど
も
た

ち
か
人
所
し
ま
し
た
。

人
技
季
節
保
青
所
で
は
記
念
搬
彫

の
あ
と
入
所
式
か
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
叭
速
、
仲
良
し
の
お
友
だ
ち

と
楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
。

不
節
保
育
所
は
十
一
月
末
ま
で
開

設
さ
れ
ま
す
。

徳
江
忠
さ
ん
・
エ
ミ
さ
ん

ゴ

ー

ル

イ

ン

ブ
ラ
ジ
ル

ー
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
か
ら

農
楽
研
修
生
と
し
て
岡
見
町
に
来
町

し
て
い
た
誼
富
エ
ミ
き
ん
と
、
徳
汪

忠
さ
ん
！
徳
江
字
原
一
九
―
の
結
婚

披
露
食
は
四
月
ニ
ト
九
日
、
Ｊ
Ａ
ふ

く
し
ま
く
に
み
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
、。披

露
竃
に
は
県
、
町
、
町
雛
会
、

Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
を
は
じ
め
約
肖
四

卜
人
が
出
席
。
新
郎
。
新
婦
か
会
場

に
姿
を
見
せ
る
と
出
席
者
か
ら
人
き

な
拍
手
か
起
こ
り
、
媒
的
人
の
菊
地

太
三
福
島
国
見
町
組
合
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
。
冨
永
町
長
な
ど
か
祝
辞

を

述
べ
、

二
人

の
新

た
な
門

出
を
睨

い
ま
し

た
．

祝
宴
で

は
．

．一一
人

の
力
を
合

わ

せ

て

ウ
ェ

デ

ィ
ン
グ
ケ

ー
キ

に
入
刀
す

る

と
一

層
大
き

な
拍

手
か
起

こ
り
．

多

く
の

か

た
か
た
か

ら
呪
喃

と
激
励

を

受
け

て

い
ま
し
た
．

春
日
神
社
で
例
大
祭

～
太
々
神
楽
を
奉
納
～

内

谷
邪

日
神
社

境
内

の
桜

が
満
聞

に
咲

き
誇

る
円
月

竍
八

日
、

町
無
形

民
俗

文
化

財
指
定

の

一
太

々

神
楽
一

か

、
神
楽

殿
で
奉
納

さ

れ
ま

し
た

。

当

日
は

、
午
後

一
時
嚼

か

ら
全

二

ｔ

六

座

の
う
ち

『
神
招

』

「
嬢

用
彦

」

’御

神
噺

」
な

ど
十

。一
座
を
奉

納

。

境
内

に
は

地
元

の
」へ
た
ち
を

は
じ

め

人

勢
の
見

物
客

か
訪
れ

、
熱

心
に
見

人

っ
て

い
ま
し

た
。
ま

た
、

舞

い
の

途
中

で
福

も
ち
か
振

る

舞
わ
れ

る

と
、

見
物
に
訪
れ
た
7‐
ど
も
た
ち
か
人
喜

び
し
て
も
ち
を
拾
い
ま
し
た
。

テ
ン
ト
村
で

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
る

町
交
通
対
策
協
議
会
で
は
｛
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

｝
期
間
中
の
円

月
十
日
、
貝
旧
地
内
の
国
逆
四
り
線

沿

い
で
女
通
安
企
テ
ン
ト
紂
を
尖
施

し
ま
し
な
。

テ
ン
ト
吋
に
は
冨
水
町
長
、
本
川

恭
岬
桑
折
警
察
署
艮
を
は
じ
め
交
通

女
令
母
の
会

。
桑
折
地
区
交
通
安
令

協
会
国
見
方
郎
部
会
。
岡
阯
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
。
・
ン
气
（

Ｉ
推
進
隊
な

ど
か
ら
約
四
卜
廴
か
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
杵
さ
ん
は
、
通
行
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
や
ボ
ケ

″
ト

テ
イ

ノ
ン
ユ
を
配
り
『
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
』
と
吁
ぴ
掛
け
ま
し

た
。

に
ぎ
わ
っ
た

農

業

市

こ
ど
も
の
日
の
五
月
五
口
、
恒
例

の
『
農
業
市
』
か
観
月
台
公
園
で
闘

か
れ
、
時
折
、
強
い
風
が
吠
く
中
、

町
内
外
か
ら
の
多
く
の
家
族
づ
れ
な

ど
で
終
卩
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

公
園
の
沼
の
周
囲
一
面
に
所
狭
し

と
控
λ
だ
出
店
に
は
楠
木
や
草
花
を

は
じ
め
、
種
苗
、
農
具
、
子
ど
ｔ

た

ち
に
人
気
の
金
魚
す
く
い
や
お
も
ら

や
川
な
ど
か
軒
を
連
ね
、
買
い
求
め

る
客
か
切
れ
日
な
く
続
い
て
い
ま
し

た
。

編
集
日
記

０
５
月
に
入
り
Ⅲ
植
え
も
一
段
藩
し
、

ほ
っ
と
ひ
と
息
。
1
8日
か
ら
は
結
核

検
診
・
基
本
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

年
に
一
度
は
ぜ
ひ
受
診
し
、
健
康
を

チ
エ

″
ク
し
た
い
も
の
で
す
。

発

行

・

ｊ

集

岡

見

町

総

睛

課

福

鳥

県

伊

遠

部

岡

兇

町

人

字

幕

Ⅲ

字

．
ｒ

田

二

２

の

Ｉ

・

九

穴

九

―

．
ｔ
　

ａ

］
０

．
．
四

瓦
一

八

．瓦

Ｉ

．
．
．

．

．
｛

代

表

｝

▲大桂季節保育所の入所式

▲韋せいっぱいのお二人

▲僵稚な舞を餓露

▲ドライバーに事故防止を呼び掛ける

▲大勢の人でにぎわった農業市

わ
だ
い
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